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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年10月20日(2016.10.20)

【公開番号】特開2015-124246(P2015-124246A)
【公開日】平成27年7月6日(2015.7.6)
【年通号数】公開・登録公報2015-043
【出願番号】特願2013-267833(P2013-267833)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 240/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   6/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/04     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  240/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    6/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シクロペンタジエン系化合物とビニル芳香族化合物とを熱重合する熱重合工程と、
　前記熱重合工程で得られた共重合体に、水素化溶媒の存在下で水素を添加して水素化反
応する水素化反応工程と、
　前記水素化反応工程後の反応混合物から、水素添加石油樹脂中に６質量％以上１０質量
％以下の水素添加低分子量体が残存するように水素添加石油樹脂を分離する揮発成分除去
工程と、を備え、
　前記揮発成分除去工程を、前記反応混合物を加圧する加圧手段と、この加圧手段にて加
圧された前記反応混合物を加圧下で加熱する加熱手段と、前記加圧かつ加熱された前記反
応混合物が流入される減圧された減圧空間を有した減圧手段と、前記反応混合物を流通可
能な流路を有し、前記減圧手段の減圧空間内に流入された前記反応混合物を前記流路に流
通させる状態に前記減圧空間内に配設された流通部材と、を備える揮発成分除去装置を用
いて実施することを特徴とする水素添加石油樹脂の製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の水素添加石油樹脂の製造方法において、
　前記反応混合物の流量（Ｆ）と、前記流路の平均直径（Ｄ）と、前記流路の数（Ｎ）と
が、下記数式（Ｆ１）で表される条件を満たす
Ｆ／（πＤ×Ｎ）　≦　１５００ｋｇ／（ｈ・ｍ）　　　・・・（Ｆ１）
　ことを特徴とする水素添加石油樹脂の製造方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の水素添加石油樹脂の製造方法において、前記揮発成分
除去工程後の水素添加石油樹脂の軟化点が、９０℃以上１６０℃以下であることを特徴と
する水素添加石油樹脂の製造方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
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て、前記流路の平均直径（Ｄ）が、０．００１ｍ（１ｍｍ）以上０．０２ｍ（２０ｍｍ）
以下であることを特徴とする水素添加石油樹脂の製造方法。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
て、前記流路の数（Ｎ）が、１以上１０００００以下であることを特徴とする水素添加石
油樹脂の製造方法。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
て、前記反応混合物のＪＩＳ　Ｚ８８０３に記載の方法により測定した揮発成分除去工程
での温度における粘度が、０．０１Ｐａ・ｓ以上１．０Ｐａ・ｓ以下であることを特徴と
する水素添加石油樹脂の製造方法。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
て、前記加熱手段は、１００℃以上３５０℃以下に加熱することを特徴とする水素添加石
油樹脂の製造方法。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
て、前記加圧手段は、０．１ＭＰａＧ以上に加圧することを特徴とする水素添加石油樹脂
の製造方法。
【請求項９】
　請求項１から請求項８までのいずれか一項に記載の水素添加石油樹脂の製造方法におい
て、前記減圧手段は、６．６７ｋＰａＡｂｓ以下に減圧することを特徴とする水素添加石
油樹脂の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記した課題を解決すべく、本発明は、以下のような水素添加石油樹脂の製造方法を提
供するものである。
　本発明の水素添加石油樹脂の製造方法は、シクロペンタジエン系化合物とビニル芳香族
化合物とを熱重合する熱重合工程と、前記熱重合工程で得られた共重合体に、水素化溶媒
の存在下で水素を添加して水素化反応する水素化反応工程と、前記水素化反応工程後の反
応混合物から、水素添加石油樹脂中に６質量％以上１０質量％以下の水素添加低分子量体
が残存するように水素添加石油樹脂を分離する揮発成分除去工程と、を備え、前記揮発成
分除去工程を、前記反応混合物を加圧する加圧手段と、この加圧手段にて加圧された前記
反応混合物を加圧下で加熱する加熱手段と、前記加圧かつ加熱された前記反応混合物が流
入される減圧された減圧空間を有した減圧手段と、前記反応混合物を流通可能な流路を有
し、前記減圧手段の減圧空間内に流入された前記反応混合物を前記流路に流通させる状態
に前記減圧空間内に配設された流通部材と、を備える揮発成分除去装置を用いて実施する
ことを特徴とする方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の水素添加石油樹脂の製造方法においては、前記反応混合物の流量（Ｆ）と、前
記流路の平均直径（Ｄ）と、前記流路の数（Ｎ）とが、下記数式（Ｆ１）で表される条件
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を満たすことが好ましい。
Ｆ／（πＤ×Ｎ）　≦　１５００ｋｇ／（ｈ・ｍ）　　　・・・（Ｆ１）
　本発明の水素添加石油樹脂の製造方法においては、前記揮発成分除去工程後の水素添加
石油樹脂の軟化点が、９０℃以上１６０℃以下であることが好ましい。
　本発明の水素添加石油樹脂の製造方法においては、前記流路の平均直径（Ｄ）が、０．
００１ｍ（１ｍｍ）以上０．０２ｍ（２０ｍｍ）以下であることが好ましい。
　本発明の水素添加石油樹脂の製造方法においては、前記流路の数（Ｎ）が、１以上１０
００００以下であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　次いで、得られた反応生成液を、例えば、温度１００℃以上３００℃以下、圧力１ｍｍ
Ｈｇ以上１００ｍｍＨｇ以下で、１時間以上３時間以下の脱溶媒処理をして揮発分（溶媒
のほかに低分子量体も揮発し得る）を除去すれば、共重合体を得ることができる。ここで
溶媒中の低分子量体含有量が４質量％以下であれば、そのまま熱重合工程へのリサイクル
が可能となる。
　以上のような熱重合工程によって製造されたシクロペンタジエン系化合物とビニル芳香
族化合物との共重合体は、軟化点が５０～１２０℃、ビニル芳香族化合物単位含有量が３
０～９０質量％、臭素価が３０～９０ｇ／１００ｇ、数平均分子量が４００～１１００の
共重合体となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　（水素化反応工程）
　水素化反応工程においては、前記熱重合工程で得られた共重合体に、水素化溶媒の存在
下で水素を添加して水素化反応する。
　この水素化反応は、共重合体をシクロヘキサン、テトラヒドロフランなどの溶媒に溶解
して、ニッケル、パラジウム、コバルト、白金、ロジウム系触媒の存在下で行うことがで
きる。
　このときの反応温度は、通常、１２０℃以上３００℃以下、好ましくは１５０℃以上２
５０℃以下である。また、反応圧力は、通常、１ＭＰａＧ以上６ＭＰａＧ以下である。さ
らに、反応時間は、１時間以上７時間以下、好ましくは２時間以上５時間以下である。
　この水素化反応工程後の反応混合物については、ＪＩＳ　Ｚ８８０３に記載の方法によ
り測定した揮発成分除去工程での温度における粘度が、０．０１Ｐａ・ｓ以上１．０Ｐａ
・ｓ以下であることが好ましい。粘度が前記範囲内であれば、後段の揮発成分除去工程に
おいて、揮発成分をより効率よく除去できる。
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